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論文審査の要旨 

 

 子宮内膜症関連卵巣癌（EAOC）発生のメカニズムについて酸化抗酸化微小環境に着

目した研究である。EAOC 内容液はチョコレート嚢胞と比較すると酸化ストレスマーカ

ー（HO-1、8-OHdG）が有意に低値であり、抗酸化能（総抗酸化能/ヘム鉄）は高値であ

った。これらの結果から癌化には酸化抗酸化のバランスが関与しており、酸化能が強い

とアポトーシスが誘導され、逆に抗酸化能が強いと DNA 損傷を保持しつつ細胞生存し

癌化に適する環境が形成されるという、これまでとは異なる発がんプロセスが想起され

た。また HO-1 がチョコレート嚢胞からの癌化初期段階を捉えるバイオマーカーとなる

可能性も示唆された。 

 他疾患での HO-1 の動態、チョコレート嚢胞の癌化に関与する酸化抗酸化バランス以

外の要素の可能性、HO-1 産生細胞やその移行について質疑が成された。申請者からは

HO-1 は悪性腫瘍では上昇することが多く、いくつかの良性疾患で低下するがその機序

は不明であること、また発癌には DNA の損傷や M2 マクロファージの関与が考えられ、

今後の検討課題であることが述べられた。 

 本研究は卵巣発癌の機序に新たな展開の可能性を示す、重要な研究と見なされる。公

聴会の発表、質疑応答も併せて、学位論文として値すると思われた。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに女性生殖器病態制御医学の進

歩に寄与するところが大きいと認める。 
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